
日本医史学雑誌第46巻第1号(2000)３

さ
き
に
『
よ
し
の
冊
子
』
を
引
い
て
検
証
し
た
ご
と
く
、
天
明
・
寛
政
の
時
点
で
早
く
も
折
衷
学
者
の
不
品
行
は
顕
著
で
あ
っ
た
。
安
永
．

天
明
期
に
江
戸
で
幕
府
の
蔵
米
を
取
り
扱
っ
た
札
差
た
ち
の
豪
著
な
風
俗
と
し
て
知
ら
れ
る
「
十
八
大
通
」
ば
り
の
当
世
風
を
、
官
医
山
崎

宗
運
が
身
に
つ
け
て
い
た
と
い
う
事
態
が
こ
れ
を
よ
く
象
徴
し
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
幕
末
の
森
枳
園
ら
の
考
証
学
者
の
不
品
行
も
ま
た
周

知
の
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ば
不
品
行
は
折
衷
・
考
証
学
者
の
特
徴
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
そ
れ
は
何
故
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
八
大
通
は
江
戸
の
後
期
の
風
俗
を
リ
ー
ド
し
た
富
商
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
上
方
の
豪
商
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
点
は
商

業
基
盤
を
幕
藩
制
自
体
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
・
上
方
商
人
が
都
市
周
辺
の
農
村
ま
で
巻
き
こ
ん
だ
貨
幣
流
通
経
済
圏
を
成
立
さ
せ
、

土
地
と
人
民
の
直
接
支
配
を
基
本
と
す
る
幕
藩
体
制
の
根
幹
を
浸
食
す
る
存
在
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
江
戸
の
札
差
た
ち
は
年
貢
徴
収
を
財

政
基
盤
と
す
る
幕
藩
体
制
の
傘
下
に
お
い
て
商
業
活
動
を
営
み
得
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼
ら
の
生
み
出
し
た
風
俗
・
文
化
も
、
幕

府
政
治
の
庇
護
の
も
と
で
安
定
し
た
社
会
を
謡
歌
す
る
と
い
っ
た
趣
き
の
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

狩
谷
液
斎
が
婿
養
子
に
入
っ
た
津
軽
屋
も
、
弘
前
藩
の
蔵
米
を
取
り
扱
う
大
き
な
米
問
屋
で
あ
り
、
液
斎
の
学
問
が
潤
沢
な
資
金
を
背
景

一
幕
末
江
戸
の
都
市
文
化

医
学
館
の
学
問
形
成
（
三
）

幕
末
考
証
学
の
位
相

日
本
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史
学
雑
誌
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四
十
六
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第
一
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十
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月
九
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平
成
十
二
年
三
月
二
十
日
発
行
平
成
十
年
十
一
月
十
六
日
受
理
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を
掲
げ
よ
う
。

と
し
て
成
立
し
た
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
彼
ら
考
証
学
者
が
、
勤
勉
に
学
問
を
な
し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
だ
が
、
そ
れ
は
決

し
て
清
貧
と
い
っ
た
環
境
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
概
ね
豊
か
な
財
力
に
恵
ま
れ
、
か
つ
時
流
の
洗
練
か
ら
退
廃
へ
と
む
か
う

江
戸
風
俗
と
も
緊
密
な
交
渉
を
も
っ
た
人
物
た
ち
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
１
）

彼
ら
の
学
問
の
背
景
と
な
っ
た
江
戸
の
都
市
文
化
の
一
端
を
、
以
下
具
体
的
に
み
て
ゆ
き
た
い
。
ま
ず
渋
江
抽
斎
の
森
枳
園
宛
て
の
書
簡

天
師
堂
蟇
詰
、
廉
な
る
も
（

道
瑛
、
宜
申
上
度
申
間
候
。

鵺 劇
之 談
話 種
ハ々

大 為
奇 御
と知
云 、

べ 奉
し謝
○ノー

大
頭
温
、
芝
居
起
干
孟
子
之
説
、
キ
ッ
イ
学
古
流
ノ
話
也
。

説
文
注
を
読
ノ
詩
、
及
述
懐
之
句
、
秀
逸
と
感
候
。

天
師
堂
蟇
詰
、
廉
な
る
も
の
也
。
先
生
之
悦
喜
可
察
候
。

一
、
五
月
廿
五
日
・
七
月
四
日
両
度
之
貴
墨
、
九
月
二
日
相
達
、
拝
見
仕
候
。
其

皆
々
様
被
為
揃
、
愈
御
安
寧
、
奉
恭
慶
候
。
小
子
無
異
、
乍
憧
御
安
盧
可
被
下
候
。

雪
堂
出
府
、
睡
魔
二
被
誘
、
刀
を
落
し
た
る
ハ
、
今
に
始
め
ぬ
事
な
が
ら
笑
止
卜
云
く
し
。

榛
軒
先
生
室
、
着
帯
、
大
慶
不
過
之
奉
存
候
。

説
文
注
御
出
情
、
御
羨
敷
奉
遠
察
候
。

愚
紙
一
件
、
酸
鼻
之
事
共
有
之
趣
、
困
入
候
儀
、
御
同
意
奉
存
候
。

京
水
先
生
、
兎
角
歯
痛
之
由
。
乍
然
、
素
問
注
之
手
際
、
乍
例
驚
候
事
。

三
弦
御
出
精
、
河
東
杯
御
学
之
由
、
大
慶
ノ
、
、
し
か
し
長
く
ハ
続
か
ぬ
儀
卜
奉
察
候
。

劇
談
種
々
為
御
知
、
奉
謝
候
。
梅
幸
・
調
升
争
論
、
奇
談
也
。
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説
文
注
、
予
も
獺
惰
な
が
ら
読
て
漸
四
篇
下
に
至
る
。
筆
録
、
入

尊
覧
候
。
御
加
筆
奉
希
候
。
尊
考
中
、
需
肩
甲
也
ノ
段
説
、
可
笑
之

（
マ
マ
）

癖
説
之
由
、
詳
に
御
示
教
被
下
度
候
。
儲
字
注
も
れ
な
る
由
、
同
断
奉
希
候
。

鵲
字
ノ
御
説
ハ
感
入
候
。
肝
・
胎
、
千
金
卜
合
ス
ル
ハ
甚
佳
。
五
蔵
ノ
説
、
熟
考
之
上

進
上
可
申
上
候
。
月
字
注
ハ
、
段
意
蛸
々
卜
孑
了
卜
同
物
ト
シ
タ
ル
也
。
貴
考
ハ

按
井
中
孑
了
句
虫
之
至
小
者
也
卜
云
所
ヲ
、
御
読
違
歌
と
奉
存
候
。
御
熟
考
可
被
下
候
。

大
和
や
お
常
伝
言
、
委
細
敬
諾
、
尚
又
宜
。

此
地
に
居
候
て
ハ
会
読
等
ノ
張
合
無
之
故
、
ト
カ
ク
獺
惰
二
な
り
、
読
書
ハ
雑
書

稗
史
を
の
ミ
好
候
。
し
か
し
夫
も
此
地
に
ハ
ー
向
払
底
、
困
入
候
。
導
引
の
書
を

得
候
様
仰
二
候
へ
共
、
是
ハ
導
引
体
要
ト
申
俗
言
を
借
読
い
た
し
候
の
ミ
に
候
。

一
向
つ
ま
ら
ず
、
此
節
ハ
玻
邪
代
酔
篇
を
借
読
い
た
し
候
・
五
雑
組
様

ノ
俗
書
、
面
白
き
事
も
少
ハ
あ
り
。
帰
府
も
早
く
な
り
候
様
二
も
先
頃
ハ

申
候
処
、
此
節
ノ
体
ハ
中
々
左
様
に
ハ
無
之
、
明
年
も
多
分
ハ
秋
二
至
り

可
申
と
存
候
。

一
医
生
所
蔵
ノ
薬
籠
二
左
ノ
文
有
之
、
造
語
な
る
や
古
語
な
る
や
、
御
考
奉
願
候
。

芳
寒
橘
井
一
瀝
延
生

紅
潤
吉
園
寸
圭
起
廃

丹
波
元
簡
廉
夫

紙
書
切
候
二
付
、
言
外
後
便
可
申
上
候
。
九
月
七
日
認
置
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江
戸
に
い
る
枳
園
は
こ
の
年
二
十
七
歳
で
、
先
師
蘭
軒
が
文
政
十
二
年
に
没
し
て
か
ら
は
、
狩
谷
液
斎
宅
に
月
に
三
度
通
っ
て
小
学
の
研

（
２
）

究
を
し
た
と
い
う
。
被
斎
は
こ
の
二
年
後
天
保
六
年
に
六
十
一
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
丁
度
、
枳
園
が
液
斎
に
従
学
し
て
い

た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
二
歳
年
長
の
抽
斎
が
液
斎
に
従
学
し
た
の
も
こ
の
前
後
と
み
て
い
い
。
抽
斎
は
、
師
友
と
離
れ
な
が
ら
も
、
『
説

文
解
字
注
』
を
弘
前
ま
で
携
行
し
て
お
り
、
熟
読
し
て
四
篇
下
に
到
っ
た
。
読
書
時
の
筆
録
を
手
紙
に
付
し
て
枳
園
に
郵
致
し
て
き
て
い
る
。

つ
ま
り
書
簡
の
文
面
に
被
斎
の
名
は
表
わ
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
両
者
が
『
説
文
』
段
注
を
め
ぐ
っ
て
研
讃
の
成
果
を
披
瀝
し
合
っ
て
い
る
事

態
は
、
単
に
好
学
の
同
臭
の
意
見
交
換
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
清
朝
で
発
達
し
た
小
学
研
究
の
成
果
を
、
日
本
に
お
い
て
最
初
に
導

入
し
て
研
究
に
生
か
し
た
人
物
で
あ
る
板
斎
が
す
で
に
晩
年
を
む
か
え
つ
つ
あ
る
時
期
に
、
被
斎
の
誘
披
を
受
け
た
逸
材
二
人
が
驍
尾
に
付

す
べ
く
切
蹉
し
て
い
る
と
い
う
構
図
と
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

抽
斎
が
、
弘
前
の
地
に
共
に
読
書
し
う
る
学
友
な
く
、
興
味
を
そ
そ
る
書
籍
も
な
い
こ
と
を
歎
じ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
の
学
問
が
時
流
と

こ
の
書
簡
に
は
差
出
人
・
受
取
人
の
名
を
欠
く
が
、
付
叢
一
葉
が
あ
り
、
森
枳
園
の
自
筆
で
「
渋
江
道
純
自
津
軽
之
手
簡
二
通
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
渋
江
抽
斎
が
藩
侯
に
従
っ
て
弘
前
に
赴
任
中
に
、
江
戸
の
森
枳
園
に
宛
て
た
書
簡
と
わ
か
る
の
で
あ
る
。
森

鴎
外
『
渋
江
抽
斎
』
に
徴
す
る
に
、
こ
の
弘
前
行
き
は
天
保
四
年
四
月
六
日
に
江
戸
を
発
し
、
翌
年
十
一
月
十
五
日
に
還
っ
た
、
初
度
の
そ

れ
で
あ
る
。
書
中
に
抽
斎
の
痘
科
の
師
池
田
京
水
（
天
保
七
年
十
一
月
十
四
日
没
）
の
健
在
を
言
う
こ
と
か
ら
、
か
く
同
定
で
き
る
。

書
簡
の
内
容
は
、
伊
沢
榛
軒
の
妻
の
懐
胎
や
池
田
京
水
の
近
況
、
江
戸
歌
舞
伎
の
風
聞
、
小
島
学
古
（
宝
素
）
の
こ
と
、
枳
園
の
音
曲
稽
古

の
こ
と
な
ど
、
枳
園
か
ら
の
便
り
に
あ
っ
た
身
辺
雑
事
に
応
じ
た
部
分
も
あ
る
が
、
段
玉
裁
「
説
文
解
学
注
』
を
め
ぐ
っ
て
の
応
酬
が
か
な

り
の
部
分
を
占
め
て
い
る
。
枳
園
か
ら
段
注
の
「
雷
」
「
儲
」
「
篭
」
「
月
」
の
説
に
関
す
る
見
解
や
「
肝
胎
」
「
五
蔵
」
の
説
を
寄
せ
ら
れ
た

の
に
対
し
て
、
「
露
」
「
諾
」
に
つ
い
て
は
改
め
て
詳
説
を
求
め
、
「
贈
」
に
は
賛
同
を
示
し
、
「
説
文
』
の
「
肝
」
「
胎
」
字
の
解
が
「
千
金
方
』

と
合
致
す
る
の
は
「
甚
だ
佳
な
り
」
と
す
る
。
「
五
蔵
」
の
説
に
つ
い
て
は
更
に
熟
考
の
上
、
返
答
す
る
と
い
い
、
「
角
」
に
つ
い
て
は
枳
園

と
合
致
す
る
の
は
「
甚
だ
枠

の
段
注
誤
読
を
指
摘
す
る
。
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同
じ
く
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
だ
が
、
注
目
さ
れ
る
。
清
学
が
最
高
潮
を
迎
え
た
乾
隆
・
嘉
慶
の
時
期
の
新
刊
本
を
、
輸
入
直

後
に
大
金
を
以
て
購
う
こ
と
は
、
幕
府
枢
要
部
の
人
々
か
、
も
し
く
は
江
戸
の
富
裕
者
に
の
み
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
幕
末
期
、
上
方
は

こ
の
点
に
お
い
て
す
で
に
江
戸
と
匹
敵
し
得
な
か
っ
た
。
且
つ
当
然
書
籍
購
入
に
は
購
入
者
の
嗜
好
が
反
映
す
る
か
ら
、
結
局
、
清
の
最
先

端
の
学
問
の
成
果
は
、
多
紀
氏
や
狩
谷
液
斎
ら
の
収
蔵
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
彼
ら
は
日
本
に
の
み
伝
存
す
る
供
存
書
の
価
値
を

認
識
し
、
資
料
を
博
捜
収
集
し
て
い
た
。
こ
の
意
味
で
、
抽
斎
ら
の
学
的
環
境
は
、
時
間
的
、
空
間
的
に
特
殊
に
恵
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
弘
前
に
は
求
む
く
く
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

新
渡
の
清
朝
の
高
度
な
学
術
書
や
、
数
百
年
を
経
た
貴
重
な
古
籍
は
望
む
べ
く
も
な
い
と
し
て
も
、
抽
斎
の
娯
楽
を
満
足
さ
せ
る
「
雑
書
．

稗
史
」
の
類
い
も
弘
前
に
は
な
か
っ
た
。
先
に
は
「
導
引
体
要
」
（
林
元
旦
著
、
喜
多
村
利
且
編
、
慶
安
元
年
成
、
正
徳
三
年
刊
、
一
冊
）
と
い
う

書
物
を
借
読
し
た
。
「
導
引
」
は
「
荘
子
』
刻
意
篇
、
「
准
南
子
」
精
神
訓
、
『
史
記
』
亀
策
列
伝
等
に
記
載
の
見
ら
れ
る
、
中
国
古
代
か
ら
行

わ
れ
た
養
生
を
目
的
と
し
た
体
操
法
の
こ
と
で
あ
り
、
抽
斎
の
念
頭
に
は
こ
れ
ら
史
・
子
の
古
文
献
の
記
載
や
、
伝
説
の
名
医
華
佗
の
「
五

禽
の
術
」
な
ど
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
古
文
献
と
は
全
く
縁
の
な
い
通
俗
的
な
内
容
に
見
事
期
待
は
裏
切
ら
れ
、
今
は
明
・
張
鼎

思
編
の
随
筆
『
玻
邪
代
酔
編
」
を
読
ん
で
い
る
と
い
う
。

江
戸
と
地
方
と
の
情
報
量
の
落
差
と
い
う
視
点
で
は
、
駿
河
の
説
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
山
梨
稲
川
の
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
友

人
松
崎
廉
堂
は
稲
川
の
墓
碑
銘
に
「
駿
錐
名
府
、
乏
典
籍
、
稲
川
又
貧
無
力
致
異
書
。
文
緯
之
説
、
鈑
剖
冥
索
、
皆
出
於
自
得
之
精
、
而
与

近
日
舶
載
江
戴
銭
段
之
言
往
往
暗
合
、
又
有
出
其
表
（
駿
は
名
府
と
い
へ
ど
も
典
籍
に
乏
し
・
稲
川
又
た
貧
に
し
て
異
書
を
致
す
に
力
な
し
。
文
緯

へ
き
ら
く
め
い
さ
く

の
説
、
銀
剖
冥
索
し
て
、
皆
自
得
の
精
に
出
で
、
近
日
舶
載
の
江
・
戴
・
銭
・
段
の
言
と
性
々
に
暗
合
し
又
た
其
の
表
に
出
づ
る
有
り
）
」
と
言
っ
て
い

（
３
）

る
。
文
政
五
年
末
に
稲
川
か
ら
液
斎
に
送
ら
れ
た
難
解
文
字
二
十
八
字
の
字
音
・
字
体
の
質
疑
と
、
そ
れ
に
対
す
る
液
斎
の
回
答
を
見
て
も
、

被
斎
の
説
が
銭
大
斫
の
『
潜
研
堂
文
集
』
、
銭
岾
の
『
説
文
熱
詮
」
な
ど
の
清
朝
学
者
の
説
を
引
き
、
ま
た
『
哺
堂
集
古
録
』
『
鍾
鼎
款
識
』

な
ど
の
清
刊
の
金
石
資
料
を
参
看
し
、
加
え
て
宇
治
河
崖
の
古
碑
浬
藥
経
の
用
字
例
ま
で
引
い
て
精
到
を
極
め
て
い
る
の
に
対
し
、
稲
川
の
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方
は
清
学
か
ら
の
引
用
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
「
鐘
鼎
款
識
ナ
ド
云
書
考
合
セ
マ
ホ
シ
キ
モ
ノ
也
」
な
ど
と
い
う
語
も
見
え
て
い
て
、
資
料
面
で

の
不
足
は
覆
う
べ
く
も
な
い
。
小
学
研
究
に
必
須
の
そ
れ
ら
の
文
献
を
欠
き
つ
つ
も
、
顧
炎
武
の
古
書
十
部
説
な
ど
の
か
ぎ
ら
れ
た
情
報
を

参
考
に
し
て
、
古
書
の
自
力
で
の
熟
読
精
思
に
よ
っ
て
、
今
日
も
な
お
優
れ
た
業
績
と
評
価
さ
れ
る
『
文
緯
』
『
古
声
譜
」
『
考
声
徴
」
『
譜
声

図
』
等
の
著
作
を
な
し
と
げ
た
稲
川
の
独
創
の
才
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
か
に
天
才
を
有
し
て
い
て
も
、
十

分
な
工
具
書
や
比
校
す
べ
き
資
料
が
欠
乏
し
て
い
て
は
、
古
文
献
の
実
証
的
な
研
究
は
十
分
な
成
果
を
あ
げ
得
な
い
こ
と
も
、
被
斎
と
稲
川

の
質
疑
・
応
答
は
よ
く
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
彼
ら
が
愛
好
し
た
芝
居
そ
の
他
の
娯
楽
に
関
し
て
一
瞥
し
た
い
。

初
日
、
十
六
二
、
二
日
目
、
下
旬
ハ
火

事
二
而
見
合
セ
、
来
月
ヨ
リ
興
行
致
候
。

芝
居
ハ
一
丁
目
中
村
歌
右
、
嶌
ノ

景
清
大
当
り
大
入
。
二
丁
目
八
代
目

ケ
ゾ
リ
九
右
衛
門
中
入
。
三
丁
目
調
子

男
重
ノ
井
評
宜
ク
不
入
二
御
座
候
。

三
月
狂
言
、
二
三
ハ
鏡
山
と
申
事
、

或
ハ
ニ
丁
目
名
護
屋
と
も
申
、
三
丁
目

宝
生
太
夫
勧
進
能
大
入
、
六
日
二

賤
菫
聚
霧
御
座
候
。

東
叡
山
彼
岸
桜
真
盛
、
責

（
前
半
省
略
）
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町
田
玄
斎
様
伊
沢
磐
安

（
４
）

こ
れ
は
嘉
永
元
年
二
月
二
十
九
日
に
、
伊
沢
藺
軒
の
次
男
柏
軒
（
名
信
重
通
称
磐
安
）
か
ら
森
枳
園
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
書
簡
の
後
半
部

分
で
あ
る
。
こ
の
年
柏
軒
三
十
九
歳
、
枳
園
四
十
二
歳
。
共
に
祖
父
の
代
か
ら
福
山
藩
医
と
な
っ
た
家
に
生
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
枳
園
は
、

書
簡
中
に
「
御
出
入
御
免
」
云
々
と
あ
る
ご
と
く
、
天
保
八
年
二
月
に
不
行
跡
を
答
め
ら
れ
て
藩
禄
を
失
っ
て
以
来
、
相
州
各
地
を
流
浪
す

ハ
其
儘
ヲ
ク
ト
申
ス
事
、
諸
垂

尚
御
出
入
御
免
被
為
在
候
ハ
、

早
速
御
通
達
、
直
御
出
府
之
積
二

奉
承
知
候
。
其
前
、
格
別
御
病

如
何
。
ド
ウ
デ
モ
ョ
ロ
シ
ク
。

用
御
繁
劇
二
無
之
候
ハ
、
一
寸

手
軽
ル
ー
江
戸
之
花
御
覧
二
て
ハ

文
魁
堂
之
真
言
三
管
、
年
玉
二

来
候
。
小
張
一
冊
令
郎
二
進
上
仕
度
候
。

筆
ヲ
執
テ
居
ト
イ
ッ
マ
デ
モ
ク
ダ
ラ
ヌ
コ
ト

ヲ
カ
キ
ソ
ロ
。
ョ
イ
カ
ゲ
ン
ニ
是
ニ
テ
筆
ヲ

留
候
。
目
出
度
、
賢
。
恐
々
不
尽

二
月
廿
九
日
伊
沢
信
重

森
立
之
様

（
上
書
）

諸
説
紛
々
。
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る
こ
と
す
で
に
十
二
年
目
を
迎
え
て
い
た
。
上
書
き
に
見
え
る
「
町
田
玄
斎
」
は
、
流
請
中
に
使
用
し
た
変
名
で
あ
り
、
祖
先
「
町
田
市
兵

衛
」
「
町
田
家
玄
」
に
由
来
す
る
姓
で
あ
る
。

伊
沢
兄
弟
や
小
島
成
斎
ら
同
藩
の
知
友
が
枳
園
の
帰
参
の
た
め
に
斡
旋
の
労
を
と
り
、
こ
の
時
期
医
学
館
で
計
画
さ
れ
て
い
た
『
千
金
要

方
』
校
刻
事
業
に
枳
園
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
規
模
に
、
よ
う
や
く
藩
邸
御
出
入
許
可
の
見
通
し
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
枳

園
失
禄
の
原
因
は
芝
居
熱
が
昂
じ
て
自
ら
舞
台
に
立
っ
た
た
め
で
あ
る
（
渋
江
保
『
森
枳
園
伝
』
）
と
も
さ
れ
る
が
、
こ
の
書
簡
を
見
る
か
ぎ
り

枳
園
に
も
柏
軒
に
も
前
非
を
悔
い
る
様
子
な
ど
全
く
見
ら
れ
な
い
。
時
代
は
水
野
忠
邦
の
天
保
の
改
革
が
瓦
解
し
た
後
、
黒
船
来
航
と
共
に

尊
王
穰
夷
の
喧
騒
の
中
で
世
相
が
流
動
化
す
る
ま
で
の
狭
間
に
あ
た
る
。
時
の
老
中
首
班
は
福
山
藩
主
阿
部
正
弘
で
あ
る
。
天
保
の
改
革
の

背
景
に
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
お
け
る
清
国
惨
敗
の
情
報
が
惹
起
し
た
外
圧
に
対
す
る
危
機
意
識
が
あ
る
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
ろ
天
保
以

降
の
世
相
を
規
定
し
て
い
る
も
の
は
、
欧
米
か
ら
の
圧
倒
的
な
外
圧
で
あ
っ
た
。
幕
末
の
江
戸
に
生
き
た
人
物
が
こ
う
し
た
社
会
状
況
と
無

縁
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
意
識
の
上
に
お
い
て
「
儒
」
で
な
く
「
士
」
で
も
な
い
彼
ら
考
証
医
家
に
は
、
社
会
へ
の
積
極
的
な

（
５
）

働
き
か
け
は
決
し
て
み
ら
れ
な
い
。
江
戸
の
状
況
と
し
て
柏
軒
が
伝
え
て
き
て
い
る
も
の
は
、
福
山
藩
邸
を
類
焼
し
て
藩
医
で
友
人
の
岡
西

玄
亭
・
津
山
成
器
ら
が
焼
け
出
さ
れ
た
火
事
の
こ
と
で
あ
り
、
幕
初
に
林
羅
山
が
忍
ヶ
岡
の
別
邸
に
植
え
た
桜
に
端
を
発
し
江
戸
を
守
る
法

城
と
し
て
京
都
比
叡
山
に
倣
っ
て
上
品
に
整
備
さ
れ
た
東
叡
山
の
桜
の
こ
と
で
あ
り
、
十
二
代
将
軍
家
慶
の
指
南
役
を
勤
め
て
人
気
実
力
と

も
に
当
時
随
一
の
宝
生
太
夫
友
子
が
開
催
し
た
勧
進
能
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
最
も
愛
好
し
て
止
ま
ぬ
芝
居
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
趣
味
嗜

好
、
友
人
の
近
況
な
ど
、
身
の
ま
わ
り
の
で
き
事
に
終
始
す
る
。

（
６
）

江
戸
時
代
最
後
の
勧
進
能
と
な
っ
た
こ
の
時
の
演
能
記
録
は
か
な
り
詳
細
に
残
っ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
二
月
六
日
の
初
日
か

ら
五
月
十
三
日
の
第
十
五
日
に
及
ぶ
演
能
を
、
渋
江
抽
斎
が
五
日
目
と
六
日
目
を
除
く
十
三
日
間
、
番
組
を
片
手
に
熱
心
に
見
物
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
抽
斎
は
火
事
や
雨
天
に
妨
げ
ら
れ
て
度
々
順
延
に
な
る
演
能
日
や
、
急
に
立
て
ら
れ
た
代
役
ま
で
、
所
演
に
し
た
が
っ
て
番

（
７
）

組
に
朱
筆
で
注
記
し
て
い
た
。
習
い
性
と
な
っ
た
校
勘
学
者
の
生
態
を
見
る
思
い
が
す
る
。
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芝
居
は
天
保
の
改
革
期
に
、
幕
初
以
来
、
官
許
の
江
戸
三
座
が
、
場
末
の
浅
草
聖
天
町
に
移
転
さ
せ
ら
れ
、
市
川
海
老
蔵
（
七
世
団
十
郎
）

が
著
侈
贄
沢
を
答
め
ら
れ
て
江
戸
を
追
放
さ
れ
、
江
戸
歌
舞
伎
は
甚
大
な
打
撃
を
蒙
っ
た
。
し
か
し
弘
化
か
ら
嘉
永
に
移
る
こ
の
頃
に
な
る

と
江
戸
で
海
老
蔵
の
留
守
を
守
っ
た
八
代
目
団
十
郎
が
、
幕
末
随
一
の
美
男
役
者
に
成
長
し
て
、
そ
の
欠
を
埋
め
始
め
て
い
た
。
柏
軒
の
伝

え
て
い
る
「
一
丁
目
中
村
寄
右
、
嶌
の
景
清
大
当
り
大
入
」
は
、
猿
若
町
（
天
保
十
三
年
七
月
よ
り
聖
天
町
か
ら
改
称
）
一
丁
目
の
中
村
座
の
正

月
興
行
（
七
日
初
日
）
で
、
当
時
実
力
随
一
の
四
世
中
村
歌
右
衛
門
所
演
の
日
向
鴫
の
景
渭
の
こ
と
で
あ
る
。
「
二
丁
目
八
代
目
ケ
ゾ
リ
九
右

衛
門
」
は
、
猿
若
町
二
丁
目
市
村
座
の
十
一
日
初
日
の
興
行
で
、
八
代
目
団
十
郎
が
近
松
の
『
博
多
小
女
郎
波
枕
」
に
取
材
し
た
言
升
独

鈷
博
多
鐺
』
で
毛
剃
九
右
衛
門
を
演
じ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
毛
剃
は
父
七
代
目
が
得
意
と
し
た
役
で
あ
っ
た
。
「
三
丁
目
調
子
男
重
ノ
井
」

は
、
猿
若
町
三
丁
目
河
原
崎
座
が
、
曽
我
狂
言
と
重
の
井
子
別
れ
を
絢
り
交
ぜ
に
し
た
『
吉
例
曽
我
訪
子
玉
』
（
二
世
河
竹
新
七
脚
本
）
で
二
十

四
日
に
初
日
を
開
け
、
調
子
こ
と
五
世
沢
村
宗
十
郎
が
重
の
井
を
武
士
に
替
え
た
伊
達
新
左
衛
門
を
勤
め
た
こ
と
を
言
う
。

七
代
目
団
十
郎
を
枳
園
や
抽
斎
が
最
も
晶
眉
と
し
た
こ
と
は
、
鴎
外
が
書
い
た
の
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
五
世
沢
村
宗
十
郎
も
ま
た

た
は
れ
ご
と
（
８
）

彼
ら
が
七
代
目
や
大
太
夫
五
世
半
四
郎
と
並
ん
で
讃
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
役
者
で
あ
っ
た
。
抽
斎
の
和
文
随
筆
『
懲
言
』
に
次
の
よ
う
な

「
天
保
辛
卯
季
秋
抽
斎
酔
躍
中
二
懲
語
す
」
と
い
う
識
語
に
よ
れ
ば
、
天
保
二
年
二
十
七
歳
の
時
の
酔
余
の
戯
言
で
は
あ
る
が
、
「
老
子
』
「
洪

徳
」
「
倹
欲
」
か
ら
の
引
用
に
は
学
者
の
遊
び
の
気
分
が
あ
る
に
せ
よ
、
宗
十
郎
へ
の
熱
烈
な
讃
辞
に
い
つ
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
腹
を
主
と
し
技
を
標
と
す
る
」
（
視
覚
的
に
派
手
な
演
技
よ
り
も
肚
で
演
じ
て
ゆ
く
）
芝
居
を
よ
し
と
す
る
価
値
観
は
、
枳
園
に
も
共
通
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
渋
江
保
が
枳
園
に
従
っ
て
採
薬
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
枳
園
は
七
代
目
の
民
谷
伊
右
衛
門
と
三
代
目
菊
五
郎
の

お
岩
と
小
仏
小
平
の
早
替
り
で
「
四
谷
怪
談
」
の
戸
板
返
し
の
場
を
演
じ
て
み
せ
た
。
保
が
「
そ
ん
な
旧
い
役
者
ば
か
り
し
て
み
せ
ず
に
、

一
節
が
あ
る
。

大
弁
若
し
詞
、

と
知
く
し
。

（
マ
マ
）
す
ゑ

聖
人
為
し
腹
不
し
為
し
目
、
の
二
語
を
し
て
、
今
世
俳
優
調
升
の
腹
を
主
と
し
技
を
標
と
す
る
は
、
老
聰
の
意
を
得
た
る
者
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斎
の
毒

で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
彼
ら
の
関
心
は
思
弁
に
は
な
く
考
証
に
あ
っ
た
。
鴎
外
は
抽
斎
が
「
終
に
儒
、
道
、
釈
の
三
教
の
帰
一
に
到
着
し

た
」
と
い
い
、
「
若
し
此
人
が
旧
新
約
書
を
読
ん
だ
な
ら
、
或
は
其
中
に
も
契
合
点
を
見
出
だ
し
て
、
彼
の
安
井
息
軒
の
辨
妄
な
ど
と
全
く
趣

を
殊
に
し
た
書
を
著
し
た
か
も
知
れ
な
い
」
（
「
渋
江
抽
斎
』
そ
の
五
十
八
）
と
い
う
観
測
を
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
抽

斎
の
『
老
子
』
と
『
論
語
』
の
並
称
が
師
迷
庵
の
説
に
基
く
こ
と
は
既
に
鴎
外
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
迷
庵
の
所
説
を
聞
け
ば
次
の
ご
と
く

こ
れ
に
加
え
て
、
江
戸
時
代
後
期
、
江
戸
三
座
で
の
観
劇
は
、
費
用
も
高
く
（
一
般
庶
民
向
け
の
娯
楽
で
あ
っ
た
寄
席
の
約
百
倍
）
、
日
中
に
上

演
（
寄
席
は
夜
も
開
い
て
い
た
）
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
て
も
庶
民
の
娯
楽
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
注
意
し
て
お

き
た
い
。
芝
居
は
む
し
ろ
土
地
持
ち
、
家
持
ち
の
富
裕
な
中
上
層
町
人
向
け
の
娯
楽
で
あ
り
、
狩
谷
液
斎
は
も
と
よ
り
、
抽
斎
や
枳
園
も
こ

の
階
層
に
近
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
娯
楽
は
、
今
日
の
古
典
芸
能
鑑
賞
の
ご
と
き
取
り
澄
ま
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
卑
俗
な
も
の
と

言
っ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
彼
ら
が
そ
れ
に
興
ず
る
姿
勢
は
な
ぐ
さ
み
と
い
う
以
上
に
、
深
く
淫
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
た
い
。

（
９
）

今
の
俳
優
の
真
似
を
し
て
見
せ
て
下
さ
い
」
と
せ
が
む
と
、
枳
園
は
首
を
振
っ
て
、
「
今
の
役
者
ハ
駄
目
だ
。
ナ
ニ
小
団
次
か
、
小
団
次
ハ
最

も
悪
る
い
。
阿
爺
さ
ん
（
抽
斎
）
ハ
、
西
洋
だ
と
い
っ
て
お
嫌
ひ
な
す
っ
た
ぜ
。
今
の
役
者
で
可
い
の
は
諮
升
（
後
の
助
高
屋
高
助
）
ば
か
り

（
９
）

だ
。
調
升
の
判
官
（
塩
冶
判
官
）
ハ
可
い
。
調
升
を
除
け
て
、
未
だ
ノ
、
紫
若
（
後
の
八
代
目
半
四
郎
）
が
可
い
。
跡
の
役
者
ハ
見
る
二
堪
へ
ん
」

と
言
っ
た
。
保
が
紫
若
の
政
岡
の
演
技
を
椰
楡
し
て
「
笑
ひ
政
岡
」
だ
と
い
う
と
、
枳
園
は
真
面
目
に
な
っ
て
、
「
そ
の
政
岡
の
泣
く
こ
と
の

（
９
）

出
来
な
い
所
に
無
量
の
味
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
田
之
助
や
坂
彦
の
政
岡
を
見
な
さ
い
、
ア
レ
が
真
個
の
乞
児
芝
居
と
い
ふ
の
だ
」
と
応
じ

先
但
少
」
い
シ
フ
０

天
ハ
蒼
々
ト
シ
テ
上
ニ
ァ
リ
、
人
ハ
両
間
二
生
レ
テ
性
皆
相
近
シ
習
相
遠
ナ
リ
。
世
ノ
始
ョ
リ
性
無
キ
ノ
人
ナ
シ
習
ナ
キ
ノ
俗
ナ
シ
、

二
思
弁
と
考
証
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世
界
万
国
ミ
ナ
其
国
々
ノ
習
ア
リ
テ
同
カ
ラ
ズ
。
其
習
ハ
本
性
ノ
如
ク
人
ニ
シ
ミ
附
テ
離
レ
ズ
。
老
子
ハ
自
然
卜
説
ク
其
是
欲
。
孔
子

日
述
而
不
作
、
信
而
好
古
、
窺
此
我
於
老
彰
鄭
氏
注
日
老
明
彰
祖
ナ
リ
、
カ
ク
ノ
タ
マ
フ
ト
キ
ハ
孔
子
ノ
意
モ
亦
自
然
二
相
近
シ
・
然

（
岨
）

レ
ド
モ
孔
子
ハ
尭
舜
三
代
ノ
道
ヲ
述
テ
其
流
儀
ヲ
立
玉
ヘ
リ
、
尭
舜
ョ
リ
以
下
ヲ
取
レ
ル
ハ
ソ
ノ
事
ノ
明
カ
ニ
伝
ル
所
ナ
レ
バ
ナ
リ
。

こ
の
老
子
理
解
は
実
は
荻
生
但
侠
に
淵
源
し
て
い
る
と
思
う
。
ま
ず
天
・
性
の
解
釈
で
は
「
辨
名
」
に
「
天
不
待
解
、
人
所
皆
知
也
。
望

之
蒼
蒼
然
、
冥
冥
乎
不
可
得
而
測
之
」
と
あ
り
、
「
孔
子
日
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。
本
勧
学
之
言
、
而
非
論
性
者
焉
」
と
あ
り
、
共
に
『
荘

子
」
道
遙
遊
、
『
論
語
」
陽
貨
の
古
言
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
祖
侠
の
造
語
を
迷
庵
が
引
い
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
朱
子
学
的

な
天
・
性
解
釈
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
老
子
に
関
し
て
は
、
『
学
則
」
第
三
則
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

数
車
無
車
、
而
有
車
之
名
、
古
之
道
也
、
非
明
言
之
失
也
。
道
可
道
、
非
常
之
道
、
明
言
之
失
也
。
夫
自
聖
人
而
有
道
之
名
。
躬
豈
非

邪
。
祗
其
知
非
及
聖
人
、
教
之
無
術
也
。
務
求
哺
之
、
不
竣
乎
生
、
乃
舎
物
而
言
其
名
。
（
車
を
数
へ
て
車
な
し
、
し
か
も
車
の
名
あ
り
。

古
の
道
な
り
、
明
が
言
の
失
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
道
の
道
と
す
べ
き
は
常
の
道
に
あ
ら
ず
。
脂
が
言
の
失
な
り
。
そ
れ
聖
人
よ
り
し
て
道
の
名

あ
り
。
明
あ
に
非
な
ら
ん
や
。
た
だ
其
の
知
、
聖
人
に
及
ば
ず
、
乃
ち
教
え
の
術
な
き
務
め
て
こ
れ
を
職
さ
ん
こ
と
を
求
め
、
生
ず
る
を
竣
た
ず
、

物
を
舎
て
て
そ
の
名
を
言
ふ
・
）
（
中
略
）
後
儒
乃
非
明
、
而
傲
其
尤
、
言
之
弗
已
、
名
存
而
物
亡
。
仁
義
道
徳
之
説
盛
、
而
道
益
不
明
。

（
後
儒
乃
ち
用
を
非
と
し
て
其
の
尤
に
微
ふ
も
の
な
り
。
こ
れ
を
言
ひ
て
已
ま
ず
。
名
存
し
て
物
亡
ぶ
。
仁
義
道
徳
の
説
盛
に
し
て
道
ま
す
ま
す
明

祖
侠
に
よ
れ
ば
、
道
は
天
地
自
然
の
も
の
で
は
な
く
、
古
代
中
国
の
聖
人
が
制
作
し
た
秩
序
創
出
の
た
め
の
具
体
的
施
策
（
礼
楽
）
の
謂
で
、

そ
れ
故
人
為
よ
り
も
自
然
を
重
視
す
る
老
子
に
あ
っ
て
は
、
聖
人
の
制
作
に
か
か
る
礼
楽
刑
政
な
ど
は
、
歴
史
的
に
変
遷
す
る
も
の
で
あ
り
、

と
て
も
常
の
道
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
聖
人
は
秩
序
を
直
噛
的
に
説
か
ず
に
、
そ
れ
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
お
の
ず
か
ら
実
現
で
き
る
具
体
的
な
条
件
を
も
っ
て
人
々
に
施
す
こ
と
の
有
効
性
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
老
子
は
そ
の
こ
と

を
理
解
せ
ず
、
聖
人
の
制
作
に
か
か
る
具
体
的
条
件
を
捨
て
て
、
聖
人
制
作
の
原
理
を
こ
そ
真
の
常
道
で
あ
る
と
考
え
て
、
そ
れ
を
説
こ
う

（
Ⅲ
）

ら
か
な
ら
ず
。
）
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た
。
そ
の
た
め
、
議
論
が
益
々
盛
行
し
、
道
の
実
体
は
益
々
不
明
諒
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
学
則
』
の
文
章
は
余
り
に
修
辞
に
意
を
用
い
す
ぎ
て
、
飛
躍
が
多
く
難
解
だ
が
、
研
究
ノ
ー
ト
と
さ
れ
る
『
譲
園
十
筆
』
「
七
筆
」
で
は
、

よ
り
詳
し
く
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

老
子
独
超
然
、
有
以
見
於
礼
楽
之
源
。
然
生
不
遭
聖
王
時
、
無
所
用
其
才
。
故
為
書
以
詔
後
世
、
然
是
迺
王
者
之
事
也
。
故
難
言
之
。

是
以
難
奥
其
文
、
如
隠
語
然
。
是
老
子
意
也
。
（
老
子
独
り
超
然
と
し
て
以
て
礼
楽
の
源
に
見
る
あ
り
。
然
れ
ど
も
生
、
聖
王
の
時
に
遭
は
ず
、

其
の
才
を
用
ふ
る
と
こ
ろ
な
し
。
故
に
害
を
為
り
て
以
て
後
世
に
詔
ぐ
。
然
ら
ば
是
れ
迺
ち
王
者
の
事
な
り
。
故
に
こ
れ
を
言
ふ
こ
と
を
難
ん
ず
。

是
を
以
て
其
の
文
を
銀
奥
に
し
、
隠
語
の
ご
と
く
然
り
。
是
れ
老
子
の
意
な
り
。
）

常
有
者
、
三
皇
五
帝
三
王
之
所
皆
有
也
。
常
無
者
、
三
皇
五
帝
三
王
之
所
皆
無
也
。
其
傲
者
、
三
皇
五
帝
三
王
之
道
、
職
然
可
見
者
也
。

謂
礼
楽
刑
政
之
属
。
其
妙
者
、
三
皇
五
帝
三
王
之
道
、
砂
然
難
見
者
也
。
謂
仁
義
道
徳
之
属
。
老
子
之
意
、
欲
知
常
道
者
、
当
以
三
皇

五
帝
三
王
所
皆
有
者
、
観
其
職
然
者
、
以
三
皇
五
帝
三
王
所
皆
無
者
、
観
其
砂
然
者
、
則
其
常
者
非
常
者
、
可
得
見
已
。
蓋
耕
而
食
、

織
而
衣
、
相
生
相
養
、
相
聚
相
群
。
是
三
皇
五
帝
三
王
之
所
皆
有
者
。
而
其
直
礼
楽
刑
政
、
種
種
之
迩
、
或
有
或
無
也
。
仁
義
道
徳
之

名
、
或
有
或
無
。
而
先
生
所
以
立
仁
義
道
徳
之
本
、
不
可
得
見
焉
。
然
必
有
之
芙
。
（
常
有
な
る
も
の
は
、
三
皇
五
帝
三
王
の
皆
あ
る
と
こ
ろ

な
り
。
常
無
な
る
も
の
は
、
三
皇
五
帝
三
王
の
皆
な
き
と
こ
ろ
な
り
。
其
の
徴
な
る
者
は
、
三
皇
五
帝
三
王
の
道
の
、
職
然
と
し
て
見
る
べ
き
も
の

な
り
。
礼
楽
刑
政
の
属
を
謂
ふ
。
其
の
妙
な
る
も
の
は
、
三
皇
五
帝
三
王
の
道
の
、
砂
然
と
し
て
見
難
き
も
の
な
り
。
仁
義
道
徳
の
属
を
謂
ふ
。
老

子
の
意
は
、
常
道
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
ま
さ
に
三
皇
五
帝
三
王
の
皆
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
以
て
其
の
轍
然
た
る
も
の
を
観
、
三
皇
五
帝
三
王
の

皆
な
き
と
こ
ろ
の
も
の
を
以
て
其
の
砂
然
た
る
も
の
を
観
れ
ば
、
則
ち
其
の
常
者
・
非
常
者
、
得
て
見
る
べ
き
の
み
。
け
だ
し
耕
し
て
食
ら
ひ
、
織

り
て
衣
、
相
生
じ
相
養
ひ
、
楽
聚
り
相
群
す
。
是
れ
三
皇
五
帝
三
王
の
皆
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
し
て
、
其
の
官
礼
楽
刑
政
、
種
々
の
通
は
或
は
有

り
或
は
無
き
な
り
。
仁
義
道
徳
の
名
或
は
有
り
或
は
無
く
し
て
、
先
王
の
仁
義
道
徳
を
立
つ
る
ゆ
ゑ
ん
の
本
は
、
見
る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
然
れ
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但
侠
の
『
老
子
』
解
釈
は
、
右
の
ご
と
く
「
王
事
」
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
先
王
の
礼
楽
制
作
の
「
源
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
大
へ
ん
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
解
釈
が
祖
侠
自
身
が
そ
の
「
源
」
を
模
索
し
よ
う
と
思
考
を
重
ね
た
結

果
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
文
章
か
ら
も
よ
く
感
じ
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
儒
者
で
あ
る
但
侠
は
、
孔
子
を
祖
述
す
る
者
で
あ
り
、

文
献
の
徴
す
る
に
足
る
範
囲
に
言
説
を
限
定
す
る
と
い
う
立
場
を
取
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
実
証
的
に
文
献
に
徴
し
て
も
到
達
で
き

な
い
よ
う
な
、
道
の
始
原
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
思
索
に
多
言
が
費
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
祖
侠
学
の
本
色
を
見
る
。

迷
庵
や
抽
斎
に
こ
の
種
の
言
説
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
彼
ら
が
『
老
子
』
と
『
論
語
』
、
或
は
仏
教
ま
で
を
加
え
て
、
教
説
の
一
致
を

見
出
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
思
想
問
題
に
本
来
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
祖
侠
が
古
典
を
曲
解
し
て
ま
で
自
己
の
思
考
を
展
開

し
た
の
に
対
し
、
彼
ら
は
思
弁
に
煩
わ
さ
れ
な
い
た
め
に
ご
く
大
ま
か
に
諸
思
想
の
共
通
項
を
見
出
し
て
思
想
問
題
を
脇
に
や
り
、
文
献
の

実
証
の
み
に
専
心
す
る
道
を
択
ん
だ
の
で
あ
る
。

被
斎
、
抽
斎
、
枳
園
ら
の
旧
蔵
書
は
既
に
四
散
浬
滅
し
、
且
つ
蔵
書
目
録
に
も
完
全
な
も
の
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
今
日
そ
の
全
容

を
窺
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
抽
斎
と
枳
園
に
限
っ
て
言
う
な
ら
ば
、
彼
ら
の
蔵
書
の
特
徴
は
、
本
領
と
し
た
考
証
学
の
た
め
の
古
籍
資
料
、

目
録
類
、
工
具
書
の
ほ
か
に
、
江
戸
風
俗
に
密
着
し
た
軟
文
芸
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
八
年
十
二
月
六
日
に
枳

園
が
没
し
た
時
、
嗣
子
侵
庭
に
既
に
亡
く
、
慢
庭
の
妻
陽
の
生
家
で
あ
る
大
槻
家
（
磐
渓
の
子
、
如
電
・
文
彦
兄
弟
）
に
引
き
と
ら
れ
た
蔵
書
が
、

（
Ｂ
）

「
硬
軟
両
方
面
に
亙
り
」
「
二
台
の
車
に
満
載
す
る
程
あ
っ
た
」
こ
と
。
ま
た
国
会
図
書
館
所
蔵
の
抽
斎
旧
蔵
書
に
、
黄
表
紙
や
浄
瑠
璃
が
含

ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
よ
く
窺
え
る
。

稗
史
小
説
の
流
行
が
仁
斎
学
派
に
源
を
発
す
る
こ
と
は
近
世
文
学
史
の
定
説
で
あ
り
、
東
涯
・
梅
宇
兄
弟
が
西
鶴
を
評
価
し
た
こ
と
も
知

（
吃
）

ど
も
必
づ
こ
れ
有
ら
ん
。
）

三
学
問
の
位
相
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歌
舞
音
曲
の
嗜
み
に
つ
い
て
み
て
も
、
讓
園
一
門
が
笙
・
篁
葉
な
ど
を
実
習
し
雅
楽
を
愛
好
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

も
高
踏
的
娯
楽
の
側
面
を
全
く
否
定
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
祖
棟
に
と
っ
て
は
中
国
で
す
で
に
滅
び
た
古
代
聖
人
の
楽
が
、
唐
代
に
わ
が
国

の
奈
良
朝
に
伝
わ
っ
て
よ
り
伝
承
の
正
し
い
雅
楽
に
こ
そ
遣
っ
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
詩
文
制
作
に
お
け
る
古
文
辞
提
唱
、

訓
読
を
否
定
し
た
華
音
の
実
習
な
ど
、
祖
侠
の
行
っ
た
多
面
的
な
学
業
は
、
後
世
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
祖
侠

個
人
の
中
で
は
そ
れ
ら
は
す
べ
て
先
王
・
聖
人
の
道
を
追
体
験
し
闘
明
に
す
る
と
い
う
経
学
上
の
問
題
意
識
に
収
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
抽
斎
や
枳
園
が
俗
曲
を
嗜
み
、
芝
居
を
熱
愛
し
、
俗
文
芸
に
通
じ
る
こ
と
と
、
彼
ら
の
考
証
学
と
の
間
に
は
、
古
学
派

に
み
ら
れ
た
内
的
な
関
連
は
見
ら
れ
な
い
。
彼
ら
考
証
学
者
は
純
粋
に
各
自
の
好
尚
に
従
っ
た
娯
楽
と
し
て
そ
れ
ら
に
興
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
相
違
は
、
「
道
」
の
閾
明
を
目
的
と
す
る
仁
斎
学
や
柤
侠
学
の
古
学
と
、
幕
末
の
考
証
学
と
の
学
問
の
性
格
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

古
学
派
で
は
個
々
の
事
象
に
関
す
る
実
証
的
な
態
度
を
指
向
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
総
体
と
し
て
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
高
次
の
統
合
に

絶
え
ず
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
但
侠
は
「
道
者
統
名
也
」
（
「
辨
名
』
道
一
則
）
と
言
っ
た
。
し
か
し
こ
の
言
葉
は
「
道
」
の
構
成
要
素
で

あ
る
個
々
の
「
名
」
の
、
一
つ
一
つ
の
累
積
に
よ
っ
て
帰
納
的
に
「
道
」
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
分
析
的
方
法
は
古
学
派
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
全
体
に
対
す
る
直
観
的
把
握
が
あ
っ
て
、
そ
の
全
体
像
の
下
で
個
々
の
事
象
が

規
定
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
（
「
先
生
之
道
者
、
立
其
大
者
而
小
者
自
至
焉
。
（
中
略
）
銑
銑
而
称
之
、
至
石
必
差
。
寸
寸
而
度
之
、
至
丈
必
過
」
。
『
辨

（
脚
）

道
」
十
一
則
）
。
日
野
竜
夫
の
言
う
、
実
証
と
い
う
名
の
下
の
「
偽
証
」
が
発
生
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

（
喝
）

芝
居
と
い
え
ば
、
折
衷
学
者
の
山
本
北
山
が
愛
好
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
折
衷
学
は
、
但
侠
学
を
経
て
、
儒
学
が
政
治
的
実

現
を
中
心
的
課
題
と
す
る
学
問
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
の
儒
学
で
あ
る
。
但
侠
学
で
は
非
実
証
的
側
面
は
あ
る
と
し
て

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
古
学
派
の
場
合
、
実
体
は
と
も
か
く
も
、
白
話
小
説
や
俗
文
芸
を
嗜
む
の
は
、
人
倫
日
用
の
道
を
間
明
に
す
る
と
い

う
経
学
上
の
問
題
意
識
が
あ
り
、
そ
の
道
と
密
接
不
可
分
と
考
え
ら
れ
た
「
人
情
」
に
通
暁
す
る
必
要
性
と
い
う
大
義
名
分
が
あ
っ
た
か
ら

で
↑
の
る
。
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も
、
聖
人
の
治
績
（
六
経
）
を
規
範
と
し
て
現
実
社
会
の
再
構
築
が
模
索
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
山
本
北
山
ら
折
衷
学
者
の
場
合
に
は
現

実
社
会
の
改
善
と
い
う
命
題
の
も
と
に
経
学
が
援
用
さ
れ
、
社
会
的
有
用
性
に
よ
っ
て
経
学
が
規
定
さ
れ
る
方
向
を
持
つ
。
と
い
う
こ
と
は
、

政
治
的
実
現
と
い
う
儒
者
と
し
て
の
任
務
を
果
た
し
さ
え
す
れ
ば
、
あ
と
は
何
に
興
じ
よ
う
と
儒
者
た
る
こ
と
を
少
し
も
妨
げ
な
い
と
い
う

理
論
的
根
拠
も
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
折
衷
学
と
鋭
く
対
立
し
た
よ
う
に
見
え
る
朱
子
学
正
学
派
に
お
い
て
も
、
時
務
に
有
用
で
あ
る

故
に
朱
子
学
を
奉
ず
る
と
い
う
、
儒
学
の
政
治
へ
の
合
目
的
性
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
北
山
の
場
合
、
期
待
し
た
任

官
が
叶
わ
ず
、
小
普
請
組
に
終
始
し
て
、
家
禄
一
五
○
俵
程
度
の
軽
輩
な
が
ら
そ
れ
以
外
の
収
入
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
家
産
に
恵
ま
れ
る
と

い
う
条
件
は
、
生
活
環
境
の
点
で
中
上
層
町
人
階
級
に
む
し
ろ
近
似
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
北
山
や
市
河
寛
斎
が
首
唱
し
、

大
窪
詩
仏
や
柏
木
如
亭
が
後
に
続
い
た
日
常
的
な
風
景
や
感
興
を
平
淡
に
叙
情
す
る
宋
詩
派
が
、
町
人
層
の
幅
広
い
支
持
を
得
た
こ
と
が
よ

筍
子
云
前
王
之
道
今
王
是
也
、
コ
レ
ハ
今
王
ノ
御
定
法
ニ
ョ
レ
ト
言
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
今
王
ニ
テ
ョ
ク
バ
儒
者
ガ
先
王
ノ
道
ハ
説
ク
ニ

ハ
不
及
卜
云
モ
ノ
、
ト
マ
レ
カ
ク
マ
レ
唯
儒
者
ハ
先
王
ノ
道
ヲ
説
カ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
孔
子
モ
尭
舜
三
代
ノ
道
ヲ
弘
メ
ン
ト
テ
世
一
一

（
Ⅲ
）

ハ
用
ラ
レ
ズ
苦
労
ナ
シ
給
ヘ
リ
。

ま
た
「
今
儒
者
ノ
道
ハ
繁
冗
ニ
シ
テ
行
レ
ヌ
モ
ノ
ト
知
ル
ベ
シ
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
実
現
不
可
能
と
知
り
な
が
ら
儒
者
で
あ
る
限
り
、

義
理
や
道
を
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
御
苦
労
な
こ
と
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
学
問
は
、
自
己
の
嗜
好
に
従
っ
て
な
せ

ば
よ
く
、
そ
の
結
果
が
真
実
か
ど
う
か
だ
け
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
学
問
の
有
効
性
に
基
く
価
値
の
高
低
の
問
題
は
全
く
埒
外
に
置
か
れ
て

ま
し
て
幕
末
の
考
証
学
者
た
ち
は
、
弘
前
藩
医
渋
江
抽
斎
・
福
山
藩
医
森
枳
園
、
そ
の
師
の
質
商
市
野
迷
庵
・
米
問
屋
狩
谷
被
斎
ら
に
み

て
と
れ
る
ご
と
く
、
社
会
改
革
を
担
当
す
る
権
利
も
義
務
も
な
か
っ
た
人
物
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
は
、
広
汎
な
文
献

的
事
実
に
立
脚
し
つ
つ
帰
納
的
に
真
実
を
導
き
出
す
と
い
う
純
粋
な
学
的
追
究
の
道
を
悠
々
と
歩
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
市
野
迷
庵

く
証
明
し
て
い
る
。

に
次
の
言
葉
が
あ
る
。
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１
↓
ナ
』枳

園
は
、
液
斎
の
日
常
の
倹
約
ぶ
り
が
窺
え
る
次
の
よ
う
な
逸
話
を
伝
え
て
い
る
。
被
斎
に
と
っ
て
、
学
問
が
生
活
の
中
で
占
め
る
位
置

が
、
次
の
一
文
に
よ
っ
て
よ
く
理
解
さ
れ
よ
う
。

狩
谷
ノ
先
代
三
右
衛
門
垂
ハ
超
花
亭
卜
号
シ
テ
千
家
ノ
茶
ノ
湯
ノ
奥
義
ヲ
究
メ
タ
ル
人
ナ
リ
。
サ
レ
バ
茶
器
モ
伝
来
ノ
名
物
ア
リ
。
液

翁
モ
箕
襄
ノ
業
ヲ
継
ギ
、
三
八
ノ
日
ハ
釜
日
ト
テ
友
人
集
会
シ
茶
事
ア
リ
。
或
時
語
次
茶
ノ
コ
ト
ニ
及
ピ
、
弊
藩
ノ
皆
川
立
庵
ナ
ド
茶

ノ
会
二
出
ル
ョ
シ
、
私
モ
濃
茶
ノ
飲
ミ
様
位
ハ
知
リ
タ
ケ
レ
バ
願
ヒ
タ
シ
ト
イ
フ
ニ
、
液
翁
頭
ヲ
ブ
リ
、
ア
レ
ハ
文
盲
茶
ノ
湯
阿
房
舞

ト
イ
フ
テ
、
学
者
ノ
致
ス
コ
ト
デ
ナ
シ
。
夫
故
掛
物
ナ
ド
モ
茶
向
キ
ト
テ
ー
ッ
別
ナ
リ
。
書
画
ト
モ
ニ
チ
ト
六
ケ
シ
イ
モ
ノ
ハ
向
カ
ズ
。

書
ハ
大
徳
寺
ノ
和
尚
ノ
無
一
物
ノ
三
字
一
行
、
或
ハ
五
字
一
行
ナ
ド
ト
テ
、
誰
レ
デ
モ
読
メ
ル
字
デ
ナ
ケ
レ
バ
価
貴
カ
ラ
ズ
、
夫
故
二

茶
人
ハ
多
ク
偽
物
ヲ
背
負
コ
ム
也
。
一
体
ノ
真
筆
ニ
テ
モ
字
数
が
多
ク
三
四
行
ダ
ト
価
廉
ナ
リ
、
ト
カ
ク
寿
ノ
字
力
福
ノ
字
ア
ル
ハ
格

外
ノ
高
価
二
売
レ
ル
、
タ
ト
ヘ
バ
不
老
不
死
ト
イ
フ
語
ニ
テ
モ
ー
ノ
死
ノ
字
ア
レ
バ
買
人
ナ
シ
。
画
モ
人
物
ハ
布
袋
福
禄
寿
、
草
木
ハ

竹
力
菊
位
ノ
物
ヲ
以
テ
上
等
ト
ス
。
ヶ
様
ナ
仲
間
二
入
ル
ハ
学
者
ノ
堪
へ
ザ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
決
シ
テ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
ト
テ
断
ラ
レ
タ
リ
。

茶
ノ
湯
ハ
伝
来
ノ
事
故
、
定
会
ヲ
立
テ
置
ケ
ド
モ
、
学
者
ノ
為
ス
マ
ジ
キ
コ
ト
ニ
テ
無
学
者
流
ノ
為
ス
コ
ト
ト
究
メ
ラ
レ
タ
ル
ハ
一
見

識
ナ
リ
。
平
生
百
費
ヲ
省
テ
万
巻
楼
ヲ
造
ル
ノ
意
ヲ
失
ナ
ハ
ズ
。
夫
故
二
読
書
ニ
テ
訪
フ
ト
キ
ハ
妙
米
湯
ヲ
出
ス
ノ
ミ
ナ
リ
。
（
妙
米
湯

ハ
コ
メ
ュ
ニ
テ
、
白
米
ヲ
コ
ゲ
ル
ホ
ド
焙
リ
ソ
レ
ヲ
麦
湯
ノ
如
ク
煮
出
シ
テ
飲
ム
ナ
リ
。
其
味
甘
香
ニ
シ
テ
麦
湯
ノ
右
二
出
ヅ
。
白
米
ヲ
カ
ク
ナ
シ

テ
ノ
ム
ハ
甚
シ
キ
オ
ゴ
リ
ノ
ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
然
ラ
ズ
。
麦
ハ
ソ
ノ
煮
出
シ
ガ
ラ
ハ
捨
ネ
バ
ナ
ラ
ズ
。
米
ハ
米
湯
ノ
未
、
其
煮
出
シ
ハ
少
シ
ノ
焼
塩
ニ

テ
モ
入
レ
バ
食
シ
テ
味
佳
ナ
リ
。
カ
ク
マ
デ
ニ
心
ヲ
用
テ
オ
ゴ
リ
ニ
見
エ
テ
実
ハ
倹
ナ
ル
コ
ト
ヲ
ナ
ス
・
）
病
用
ハ
勿
論
、
其
他
ノ
事
ニ
テ
訪
フ

ト
キ
ハ
素
焼
ノ
泡
茶
瓶
二
上
茶
ヲ
入
し
、
古
染
付
ノ
祥
瑞
模
様
ノ
皿
二
三
種
ノ
干
菓
子
競
落
讓
也
ヲ
定
式
ト
ス
。
カ
ク
倹
素
ヲ
守
り
、
無

用
ノ
事
ニ
ハ
金
ヲ
費
サ
ズ
、
有
用
ノ
コ
ト
ニ
ハ
容
易
二
出
ス
。
サ
レ
ド
茶
器
モ
書
籍
モ
精
監
ノ
見
ア
ル
コ
ト
故
二
、
多
ク
ハ
俗
二
所
云

（
２
）

ホ
リ
ダ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。
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先
代
か
ら
ひ
き
つ
い
だ
箕
襄
の
業
は
、
家
業
は
も
と
よ
り
、
自
分
の
嗜
好
に
叶
わ
な
い
茶
の
湯
さ
え
も
、
廃
絶
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ

の
一
方
で
、
古
版
・
旧
紗
を
大
金
を
投
じ
て
購
う
の
は
、
家
業
と
は
全
く
無
関
係
の
、
自
分
一
個
の
趣
味
で
あ
る
学
問
の
た
め
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
日
常
生
活
の
う
ち
自
己
自
身
に
関
す
る
範
囲
、
お
よ
び
指
向
を
同
じ
く
す
る
枳
園
ら
考
証
学
者
と
の
学
問
的
な
交
流
に
お
い
て
は
、

無
用
の
費
え
を
省
き
、
倹
約
に
つ
と
め
る
。
さ
ら
に
枳
園
が
普
段
、
学
問
以
外
の
用
事
で
訪
問
す
る
時
に
は
、
茶
の
湯
で
も
な
く
、
妙
米
湯

で
も
な
く
、
上
茶
で
饗
し
た
。
こ
の
飲
料
の
区
別
が
意
味
す
る
も
の
は
、
被
斎
が
学
問
の
領
域
を
、
即
ち
「
個
」
の
領
域
を
、
生
活
の
中
か

ら
峻
別
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
学
問
の
交
わ
り
に
お
い
て
、
社
会
的
身
分
秩
序
を
離
れ
た
、
対
等
の
関
係
を
企
望
し
た
こ
と
で

す
で
に
荻
生
祖
侠
に
お
い
て
も
、
学
問
と
は
「
公
儀
ノ
勤
ト
ハ
違
テ
、
畢
寛
内
証
事
」
（
「
政
談
』
巻
之
四
）
と
さ
れ
て
お
り
、
学
問
が
個
人

の
私
的
な
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
自
体
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
祖
侠
自
体
に
と
っ
て
学
問
と
は
、
「
先
王
之

道
」
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
故
智
に
依
っ
た
当
代
の
制
度
の
建
て
か
え
と
い
う
国
家
に
有
用
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
個
人
の
趣
味
の
領

域
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
般
の
幕
臣
に
対
し
て
も
祖
侠
は
学
問
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
が
、
学
問
に
よ
っ
て
各
幕
臣
が
善
良

な
支
配
階
級
の
構
成
員
と
な
る
こ
と
（
「
詩
書
礼
楽
、
足
以
造
士
」
『
辨
名
」
学
、
一
則
）
に
そ
の
主
意
は
あ
っ
た
。
液
斎
が
「
個
」
の
能
力
と
責

任
に
お
い
て
、
自
発
的
に
自
分
の
趣
味
嗜
好
の
充
足
の
た
め
だ
け
に
学
問
を
し
た
の
と
は
、
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
問
が
何
の
た
め
に
と
い
う
目
的
意
識
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
各
人
の
趣
味
の
領
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
方
に
お
い
て
歌
舞
音
曲
を
娯
楽
と
し
て
楽
し
む
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
、
江
戸
時
代
の
学
問
は
実

証
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。

あ
る
。
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（
８
）
抽
斎
自
筆
本
は
徳
富
蘇
峯
旧
蔵
に
か
か
り
、
成
貰
堂
文
庫
現
蔵
。
抽
斎
の
長
子
矢
嶋
優
善
編
「
卓
説
集
續
」
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
に
も
収

め
ら
れ
て
い
る
。

／ へ

収 7
、一、一

0

（
６
）
「
宝
生
大
夫
勧
進
能
一
件
留
」
（
国
立
国
会
図
書
館
旧
幕
府
引
継
書
類
）
。
「
勧
進
能
見
物
記
』
（
『
能
楽
』
六
巻
一
号
に
翻
刻
所
収
）
。
「
勧
進
能
絵
巻
』

（
静
嘉
堂
文
康
所
蔵
・
斎
藤
月
岑
自
筆
本
の
ほ
か
数
本
）
。
な
お
弘
化
勧
進
能
に
関
し
て
は
川
瀬
一
馬
氏
の
「
弘
化
の
勧
進
能
に
就
い
て
」
（
冒
本
書
誌
学

（
１
）
石
原
明
氏
旧
蔵
。

（
２
）
森
枳
園
自
筆
『
枳
園
随
筆
」
（
青
裳
堂
書
店
・
書
誌
学
月
報
・
別
冊
５
、
一
九
九
七
年
一
○
月
）
。

（
３
）
「
稲
川
先
生
質
疑
」
お
よ
び
『
蔽
答
稲
川
質
問
書
』
（
三
村
竹
清
旧
蔵
、
二
松
学
舎
大
学
図
書
館
所
蔵
）
。

（
４
）
安
西
安
周
旧
蔵
の
森
枳
園
宛
書
簡
類
の
う
ち
の
一
通
で
、
矢
数
道
明
氏
現
蔵
。
当
該
書
簡
に
つ
い
て
は
、
先
に
拙
槁
「
伊
沢
柏
軒
書
簡
（
嘉
永

元
年
二
月
二
十
九
日
）
の
周
囲
」
（
岩
波
書
店
『
季
刊
文
学
」
第
七
巻
三
号
、
一
九
九
六
年
七
月
）
で
詳
解
し
た
。

（
５
）
市
野
迷
庵
（
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
所
蔵
・
森
枳
園
旧
蔵
『
迷
庵
遺
稿
』
、
「
日
本
芸
林
叢
書
」
に
「
迷
庵
雑
記
」
と
し
て
部
分
的
に
所
収
）
が
次
の
よ

之
研
究
』
所
収
）
に
詳
し
い

７
）
渋
江
抽
斎
害
入
「
宝
牛

，
ｒ
季
ア
勺
／
○

ア
ブ
に
一
一
言
っ
て
い
る
◎

孔
子
、
沮
・
溺
力
異
同
ヲ
論
ズ
ル
ニ
、
一
分
ヲ
ス
グ
ル
ト
救
世
ト
ニ
ッ
ナ
リ
。
一
分
ヲ
ス
グ
ル
ハ
人
間
誰
々
モ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。

救
世
ハ
分
外
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
為
ス
人
ハ
ナ
ス
ベ
シ
、
不
為
サ
人
ハ
ナ
サ
ヌ
ル
ベ
シ
。
且
所
謂
天
命
ト
云
モ
ノ
ア
リ
テ
、
如
何
ヤ
ウ
ニ
世
ガ
ス

マ
マ

ク
ィ
タ
イ
ト
云
卜
、
ナ
ラ
ヌ
人
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
強
テ
行
ハ
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
孔
子
ノ
如
ク
ー
生
マ
ゴ
ッ
キ
テ
世
二
モ
ト
ム
ル
コ
ト

ヲ
免
レ
ズ
。
沮
・
溺
ガ
一
分
ヲ
ス
ク
ル
了
簡
ガ
マ
シ
カ
ト
思
フ
ガ
、
又
水
飲
百
姓
ニ
ナ
ラ
フ
ョ
リ
貧
乏
儒
者
力
楽
ジ
ャ
カ
シ
ラ
ヌ
。

文
政
五
年
壬
午
三
月
十
六
日
迷
奔

「
救
世
」
を
我
が
任
と
せ
ず
、
「
一
分
ヲ
ス
グ
ル
」
こ
と
に
安
住
す
る
こ
と
が
、
彼
ら
考
証
学
者
に
通
底
す
る
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
っ
た
と
言
え

屯、

>王

「
宝
生
大
夫
一
代
勧
進
能
番
組
』
（
森
枳
園
旧
蔵
、
の
ち
に
安
田
文
庫
所
蔵
、
『
宝
生
三
六
巻
六
号
「
宝
生
紫
雪
追
善
誌
」
に
翻
刻
所
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（
９
）

（
皿
）

（
Ⅱ
）

（
吃
）

（
昭
）

（
Ｍ
）

（
巧
）

澁
江
保
『
森
枳
園
伝
」
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鴎
外
文
庫
所
蔵
）
に
よ
る
。

前
記
（
５
）
に
引
く
『
迷
庵
遺
稿
」
に
よ
る
。

み
す
ず
書
房
「
荻
生
祖
侠
全
集
」
第
一
巻
に
よ
る
。

み
す
ず
書
房
『
荻
生
柤
侠
全
集
』
第
十
八
巻
に
よ
る
。

川
瀬
一
馬
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
」
（
講
談
社
、
一
九
七
一
年
）
所
収
「
森
立
之
・
約
之
父
子
」
八
一
五
頁
。

「
江
戸
人
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
（
朝
日
新
聞
社
・
朝
日
選
書
七
八
、
一
九
七
七
年
）
「
偽
証
と
仮
託
１
１
１
古
代
学
者
の
遊
び
Ｉ
」
。

小
山
田
与
清
「
松
屋
筆
記
」
に
晩
年
の
北
山
が
芝
居
の
金
主
を
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）
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TheDevelopmentofScholarshipintheIWkkα〃(3):

ThePlaceofEvidentialScholarshipinLateTokugawaJapan

bySenjurOMACHI

Thetrz城α",withtheauthorityandprotectiongivenbyitspositionasagovemmentschool,

formedanacademiclineage(g"た"”学統)basedonmaster-disciplerelationships・However,the

scholarsoftheEzz賊α〃activelyinteractedwithoutsidescholarssuchaslchinoMeian市野迷庵

andKariyaEkiSai狩谷械斎.Thus,wecannotunderstandthenatureofEIz賊α〃scholarship

basedonlyonananalysisoftheofficialschoolsvstem・Thus,Idiscusshowthescholarshipofthe

増"妹α〃intersectedwithurbancultureofEdo,whichHourishedfromthemidtolateTokugawa

period.IuseunpublishedletterswrittenbyevidentialscholarssuchasShibueChOsai渋江抽斎

andlzawaHakuken伊沢柏軒asmymainsources.

（
川
）
這
醍
亜
朴
ｅ
壌
朴
幽
邑
函
恢
喋
匿


